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残
業
時
間
以
外
の
業
務
負
荷
も
考
慮

過
労
死
認
定
基
準
、

２０
年
ぶ
り
改
定
ヘ
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脳

一
心
臓
疾
患
に
よ
る
過
労
死
の
労
災

認
定
基
準
が
見
直
さ
れ
ま
す
。

平
成
１２
年

の
最
高
裁
判
決
を
契
機
に
、

長
期
間

（発

症
前
概
ね
６
カ
月
）
の
業
務
負
荷
が
評
価

に
加
え
ら
れ
て
以
来
、

改
定
は
約
２０
年
ぶ

り
と
な
り
ま
す
。

認
定
基
準
の
改
定
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、

過
労
が
あ

っ
た
か
ど
う
か
の
重
要
な
判
断

材
料
と
な
る

「過
労
死
ラ
イ
ン
」
で
す
。

現
行
で
は
、

残
業
が

「
直
近
１
カ
月
で

１
０
０
時
間
超
」
か

「
２
～
６
カ
月
間
平

均
で
月
８０
時
間
超
」
の
場
合
、

脳

・
心
臓

疾
患
の
発
症
と
業
務
と
の
関
連
性
が
高
い

と
さ
れ
、

労
災
認
定
が
妥
当
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
過
労
死
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
は
、

過
労
死
遺
族
な
ど
が
月
６５
時
間
超
の
残
業

を
ラ
イ
ン
と
す
る
よ
う
求
め
て
お
り
、

ま

た
、

今
年

５
月

に
は
世
界
保
健
機
関

（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
と
国
際
労
働
機
関

（
Ｉ
Ｌ
Ｏ
）

が

「
週
５５
時
間
以
上
の
長
時
間
労
働
で
、

心
疾
患
や
脳
卒
中
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
」

と
い
っ
た
研
究
結
果
な
ど
を
発
表
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、

今
回
、

厚
労
省
の
有
識

者
検
討
会
が
示
し
た
改
正
案
に
よ
れ
ば
、

現
行
の
過
労
死
ラ
イ
ン
は
維
持
さ
れ
そ
う

で
す
。

た
だ
し
、

過
労
死
ラ
イ
ン
に
近
い
残
業

が
あ
る
場
合
、

「
勤
務
時
間
の
不
規
則
性
」

も
考
慮
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

具
体

的
に
は
、

拘
束
時
間
の
長
い
勤
務
、

休
日

の
な
い
連
続
勤
務
、

勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ

ル
が
短
い
勤
務
、

不
規
則
な
勤
務

・
交
替

制
勤
務

・
深
夜
勤
務
な
ど
に
よ
る
負
担
が

大
き
い
場
合
、

労
災
認
定
さ
れ
る
と
し
て

い
ま
す
。
も

っ
と
も
、

現
行
の
認
定
基
準

で
も
労
働
時
間
以
外
の
業
務
負
荷
を
総
合

的
に
判
断
す
る
と
し
て
い
ま
す
が
、

昨
年

度
の
過
労
死
認
定
で
は
、

月
の
残
業
８０
時

間
未
満
は
１
割
弱
と
な

っ
て
お
り
、

実
際

に
労
働
時
間
以
外
の
業
務
負
荷
を
ど
の
よ

う
に
考
慮
す
る
か
は
課
題
に
な
り
そ
う
で

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

今
年
は
、

過
労
死
を
防
ぐ
国
の
施
策
を

ま
と
め
た

「
過
労
死
防
止
大
綱
」
の
２
回

目
の
見
直
し
の
年
に
当
た
り
ま
す
。

厚
生

労
働
省
が
示
し
た
最
終
案
で
は

「
勤
務
間

イ
ン
タ
ー
バ
ル
制
度
」
の
導
入
企
業
割
合

を
令
和
７
年
ま
で
に
１５
％
以
上
に
す
る
目

標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

認
定
基
準
の
見
直

し
も
そ
う
で
す
が
、

残
業
時
間
の
み
な
ら

ず
、

従
業
員
の
働
き
方
に
つ
い
て
事
業
主

と
し
て
十
分
、

配
慮
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
そ
う
で
す
。
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派遣労働者の同一労働同一賃金④

知
っ
て
得
す
る

今
回
は
、

労
使
協
定
方
式
に
よ
る
待

遇
決
定
の
概
要
に
つ
い
て
み
て
い
く
こ
と

に
し
ま
す
。

ま
ず
、

何
故
、

派
遣
労
働
者
の
待
遇

決
定
の
方
式
に
二
通
り
が
あ
る
か
と
い
う

点
に
つ
い
て
で
す
。

派
遣
労
働
者
の
比

較
対
象
と
な
る
の
は
、

派
遣
先
の
通
常

の
労
働
者
で
あ
り
、

当
該
通
常
の
労
働

者
と
の
均
等
均
衡
待
遇
の
確
保
が
原
則

と
な
り
ま
す

（派
遣
法
３０
条
の
３
）
。
し

か
し
、

派
遣
労
働
者
の
場
合
、
こ
の
原

則
を
適
用
す
る
こ
と
に
よ
る
不
都
合
が

生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、

同
じ
よ
う
に
働
い
た
と
し
て

も
、

派
遣
先
が
変
わ
る
ご
と
に
賃
金
水

準
が
変
更
さ
れ
て
し
ま
い
、

収
入
が
安

賃

金

は

「
一
般

賃

金

」
以

上

協
定

不
遵
守

は
原

則
的
方
式

に

派
遣
労
働
者
の
待
遇
決
定
の
方
式
に
は
、

「
派
遣
先
均
等

・
均
衡
方
式
」
の
ほ
か
に

「労
使
協
定
方
式
」
が
あ
り
ま
す
。

実
際

の
派
遣
会
社
の

「同

一
労
働
同

一
賃
金
」

へ
の
対
応
で
は
、

派
遣
先
の
変
更
が
あ
っ

て
も
待
遇
を
変
え
る
必
要
が
な
く
、

ま
た
、

派
遣
労
働
者
と
の
協
議
で
導
入
で
き
る

「労
使
協
定
方
式
」
が
大
半
を
占
め
て
い

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

定
し
な
く
な
る
と
い
っ
た
こ
と
が
起
こ
り

ま
す
。

そ
の
他
に
も
、

同
じ
仕
事
内
容

で
働
く
の
で
あ
れ
ば
、

比
較
的
賃
金
水

準
の
高
い
大
企
業
へ
の
派
遣
希
望
が
集

中
し
た
り
す
る
と
い
っ
た
こ
と
も
起
こ
り

が
ち
に
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

派
遣
先

均
等
・
均
衡
方
式
に
加
え
、

労
使
協
方

式
も
選
択
可
能
に
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

な
お
、
同
じ
派
遣
会
社
に
お
い
て
、

派

遣
労
働
者
ご
と
に
派
遣
先
均
等

・
均
衡

方
式
あ
る
い
は
労
使
協
定
方
式
を
適
用

一

す
る
よ
う
に
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

労
使
協
定
方
式
で
は
、

派
遣
会
社
が

労
働
者
の
過
半
数
で
組
織
さ
れ
る
労
働

組
合

（な
い
場
合
は
過
半
数
代
表
者
）

と
一
定
の
要
件
を
満
た
す
協
定
を
締
結

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

（派
遣
法
３０
条

の
４
第
１
項
、

派
遣
則
２５
条
の
８
か
ら

２５
条
）。

労
使
協
定
で
定
め
る
賃
金

（基
本
給
、

手
当
、

賞
与
、

退
職
金
）
に
関
す
る
待

遇
で
は
、

①
派
遣
労
働
者
が
従
事
す
る

業
務
と

「同
種
の
業
務
に
従
事
す
る
一

般
労
働
者
の
平
均
的
な
賃
金
額
」
（
一

般
賃
金
）
と
同
等
以
上
の
賃
金
額
で
あ

る
ア」と
、

②
派
遣
労
働
者
の
職
務
の
内

容
、

職
務
の
成
果
、

意
欲
、

能
力
ま
た

は
経
験
等
の
向
上
が
あ
っ
た
場
合
に
通

勤
手
当
等
を
除
く
職
務
に
密
接
に
関
連

す
る
賃
金
が
改
善
さ
れ
る
こ
と
、

の
い
ず

れ
も
満
た
し
、

公
正
に
評
価
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

賃
金
以
外
の
待
遇
で
は
、

派
遣
会
社

の
通
常
の
労
働
者

（派
遣
労
働
者
は
除

く
）
と
の
間
で
の
均
等

・
均
衡
待
遇
を

確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

不
合
理
な

相
違
が
な
い
こ
と
を
定
め
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

具
体
的
に
は
、

慶
弔
体
暇
と
い
っ

た
法
定
外
の
休
暇
や
、

病
気
休
職
な
ど

の
福
利
厚
生
が
こ
れ
に
当
た
り
ま
す
。

た
だ
し
、

派
遣
法
が
定
め
る
教
育
訓

練

（法
４０
条
２
項
）
、

福
利
厚
生
施
設

（法
４０
条
３
項
）
に
つ
い
て
は
、

派
遣
先

均
等

・
均
衡
方
式
と
同
じ
よ
う
に
、

派

遣
先
の
労
働
者
と
の
均
等

・
均
衡
待
遇

を
図
る
必
要
が
あ
る
た
め
、

労
使
協
定

の
事
項
か
ら
除
か
れ
て
い
ま
す

（こ
の
た

め
、

派
遣
先
は
当
該
教
育
訓
練
、

福
利

厚
生
施
設
に
つ
い
て
は
情
報
を
提
供
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
）
。

上
記
の
賃
金
決
定
の
方
法
や
教
育
訓

練

・
福
利
厚
生
等
に
関
し
て
、

労
使
協

定
で
定
め
た
事
項
を
道
守
し
て
い
な
い

場
合
は
、

労
使
協
定
方
式
は
適
用
さ
れ

ず
、

原
則
的
な
派
遣
先
均
等

・
均
衡
方

式
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で

注
意
が
必
要
で
す
。


